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３．介護の状況 –疾病の推移 給付者の罹患比率-
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a)悪性腫瘍

患者数は増加傾向にあるが、

全体の比率ではほぼ横ばいで

ある。

一番多い比率のがんは、結腸

直腸で肺、胃と続く。

2016年悪性腫瘍のICD10別罹
患者数は以下のとおりである。



３．介護の状況 –疾病の推移 給付者の罹患比率-

3

b)精神および行動障害

統合失調症、その他精神障害

が増加傾向にある。

2016年その他精神疾患の
ICD10別罹患者数は以下のと
おりである。



３．介護の状況 –疾病の推移 給付者の罹患比率-

4

c)筋骨格系疾患
すべて上昇傾向にある。

大幅に増加しているのは、そ

の他外傷である。

2016年その他筋骨格系疾患お
よびその他外傷のICD10別罹
患者数は以下のとおりである。

〇その他筋骨格系疾患

〇その他外傷



３．介護の状況 –疾病の推移 給付者の罹患比率-
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d)消化器系疾患

その他消化器系疾患は約69％
の罹患率であり、他の疾患と

比較しても非常高い罹患率に

なっている。

2016年その他消化器系疾患の
ICD10別罹患者数は以下のと
おりである。



３．介護の状況 –疾病の推移 給付者の罹患比率-
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e)脳血管疾患、循環器疾患

心房細動が増加傾向にある。

2016年その他心疾患のICD10
別罹患者数は以下のとおりで

ある。
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f)呼吸器系疾患

肺炎は、2015年と2016年を
比較すると５％上昇している。

その他呼吸器系疾患は毎年上

昇しており、2016年では一番
高くなった。

2016年その他呼吸器系疾患の
ICD10別罹患者数は以下のと
おりである。



３．介護の状況 –疾病の推移 給付者の罹患比率-
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g)眼、耳、皮膚

皮膚疾患が約53％と高くなっ
ている。

2016年皮膚疾患のICD10別罹
患者数は以下のとおりである。



３．介護の状況 –疾病の推移 給付者の罹患比率-
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g)生活習慣病基礎疾患

糖尿病、高血圧、脂質異常す

べて上昇傾向にある。

高血圧は非常に高く64％と
なっている。

2016年基礎疾患のICD10別罹
患者数は以下のとおりである。




